
1

No.382
2026・8・25

兵 庫 県
保険医協会

支
部
ニ
ュ
ー
ス

2026年8月25日 （毎月3回5・15・25日発行） 兵庫保険医新聞 （昭和43年6月12日第三種郵便物認可 年間購読料 12,000円）号外

ア
ス
ベ
ス
ト
公
害
の
記
憶
を
未
来
へ

被
害
の
実
態
と
予
防
を
考
え
る

た
。欧

米
で
の
危
険
性
の
指
摘
を
受
け
、
日
本

で
は
１
９
７
５
年
に
吹
き
付
け
作
業
が
原
則
禁

止
に
な
り
ま
し
た
が
、
例
外
な
く
完
全
禁
止
は

２
０
１
２
年
で
す
。
そ
の
間
各
地
で
多
く
の
被

害
者
が
出
ま
し
た
。
旧
住
友
重
機
械
工
業
浦
賀

造
船
所
、
米
海
軍
横
須
賀
基
地
で
の
艦
船
修
理

に
起
因
す
る
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
、
肺
が
ん
通
り

と
い
わ
れ
る
尼
崎
市
の
ク
ボ
タ
旧
神
崎
工
場
周

辺
で
起
き
た
ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
に
よ
る
健

康
被
害
、
日
本
最
大
の
ア
ス
ベ
ス
ト
生
産
拠
点

で
あ
り
、
多
く
の
元
労
働
者
や
住
民
が
健
康
被

害
を
受
け
た
大
阪
府
泉
南
市
に
つ
い
て
た
く
さ

ん
の
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
、
被
害
者
の
生
の
声
を

説
明
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
記
録
を
残
す
こ
と

に
よ
り
二
度
と
こ
の
よ
う
な
公
害
が
起
き
な
い

よ
う
に
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
の
ア
ス
ベ

ス
ト
被
害
の
認
知
、
被
害
者
の
補
償
の
問
題
も

提
言
さ
れ
ま
し
た
。

2
席
目
は
中
皮
腫
・
じ
ん
肺
ア
ス
ベ
ス
ト

セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
の
永
倉
先
生
に
よ
る
「
リ

ス
ク
コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
ア
ス
ベ
ス
ト

被
害
の
予
防
」
と
題
し
て
の
講
演
で
す
。
永
倉

さ
ん
は
自
身
が
働
く
築
地
市
場
の
労
働
環
境
の

改
善
に
取
り
組
む
中
で
、
市
場
内
に
ア
ス
ベ
ス

ト
が
大
量
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
ア

ス
ベ
ス
ト
の
危
険
を
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。
ア
ス

ベ
ス
ト
の
使
用
禁
止
を
通
産
相
に
訴
え
た
時
の

役
人
の
答
弁
が
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用
は
市
場
が

決
定
す
る
と
い
う
企
業
と
役
所
の
癒
着
そ
の
も

の
の
答
弁
だ
っ
た
こ
と
。
解
体
工
事
に
伴
う
ア

ス
ベ
ス
ト
対
策
に
つ
い
て
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
解
体
作
業
、
能
登
半
島
地
震
被
災
地
の
解

体
作
業
の
現
況
を
示
し
話
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
用
さ
れ
て
い
る
Ｓ
造
り
・

第
46
回
支
部
総
会
・市
民
公
開
講
演
会

西
宮
・芦
屋
支
部
は
7
月
18
日
（土
）、
西
宮
市
勤
労

会
館
で
第
46
回
支
部
総
会
・市
民
公
開
講
演
会
「ア
ス

ベ
ス
ト
の
過
去
、
現
在
、
未
来
」を
開
催
し
た
。
今
井
明

氏
（写
真
家
・カ
メ
ラ
マ
ン
）と
永
倉
冬
史
氏
（中
皮
腫
・

じ
ん
肺
・ア
ス
ベ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
）を
講
師
に

迎
え
、
会
員
・市
民
ら
38
人
が
参
加
し
た
。

西
宮
市
・林
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
林
田
英
隆
先
生
の
感

想
を
紹
介
す
る
。

西
宮･

芦
屋
支
部
46
回
総
会
の
記
念
講
演
は
「
ア

ス
ベ
ス
ト
問
題
の
過
去
・
現
在
・
未
来
」
を
テ
ー
マ

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
猛
暑
の
た
め
か
少
な

く
、
ま
た
、
医
師
の
方
の
参
加
が
少
な
く
少
し
残
念

に
思
い
ま
し
た
。

司
会
は
半
田
先
生
の
そ
つ
の
な
い
進
行
か
ら
始
ま

り
、
協
会
環
境
・
公
害
対
策
部
長
の
森
岡
先
生
に
よ

る
「
協
会
は
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
、
原
発
被
害
、
最
近

で
は
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
よ
る
環
境
汚
染
の
問
題
に
取
り
組

ん
で
い
る
」
と
い
う
挨
拶
の
後
、
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害

に
関
連
し
て
の
ご
講
演
を
二
人
の
先
生
に
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

一
席
目
は
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
今
井
先
生

か
ら
の
ア
ス
ベ
ス
ト
公
害
の
過
去
、
現
在
、
未
来
へ

の
証
言
を
た
く
さ
ん
の
現
地
の
写
真
、
被
害
者
の
生

の
声
を
ス
ラ
イ
ド
に
お
示
し
な
が
ら
の
60
分
の
講
演

で
し
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
ば
く
露
か
ら
15
～
50
年
以
上
と

い
う
長
い
潜
伏
期
間
を
経
て
、
重
篤
な
呼
吸
器
疾
患

（
中
皮
腫
、
肺
が
ん
）
を
引
き
起
こ
す
危
険
な
物
質

で
す
。
し
か
し
、
安
価
で
「
熱
に
強
い
・
丈
夫
・
腐

ら
な
い
」
と
い
う
優
れ
た
特
性
を
持
つ
た
め
、
か
つ

て
は
「
奇
跡
の
鉱
物
」
と
し
て
、
建
物
の
断
熱
材
や

外
壁
な
ど
様
々
な
用
途
に
大
量
に
使
わ
れ
て
き
ま
し

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
の
過
去
、
現
在
、
未
来
（
感
想
文
）

各地の被害現場を撮影し
た写真や被害者の生の声
を紹介した今井さん

震災の解体現場などを例
に、アスベスト飛散の危
険性を語る永倉さん

世
話
人
会
だ
よ
り

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
7
月
24
日
（
金
）
に
西

宮
医
療
会
館
で
世
話
人
会
を
開
催
。
４
人
が
参

加
し
た
。

【
Ⅰ
．
最
近
の
診
療
経
験
の
交
流
】

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
化

に
つ
い
て

【
Ⅱ
．
予
定
・
企
画
】

①
環
境
・
公
害
対
策
部
共
催
・
市
民
講
演
会

（
9
・
5
）

②
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会

（
9
・
19
）

【
Ⅲ
．
報
告
】

①
国
際
部
共
催
市
民
講
演
会
（
7
・
4
）

②
第
46
回
支
部
総
会
／
記
念
講
演
会
（
７
・
18
）

【
Ⅳ
、
そ
の
他
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
ア
ス
ベ
ス
ト

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

【
Ｖ
．
協
会
・
保
団
連
行
事
】

①
第
41
回
保
団
連
医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
10
・
11
～
10
・
12
）

②
第
35
回
日
常
診
療
経
験
交
流
会
（
10･

25
）

Ｒ
Ｃ
造
り
は
約
２
８
０
万
棟
あ
り
今
後
、
解
体
が
何

の
予
防
も
な
く
行
わ
れ
れ
ば
、
全
国
各
地
に
ア
ス
ベ

ス
ト
被
害
が
発
生
し
ま
す
。
今
後
、
製
品
の
安
全
性

や
環
境
問
題
、
災
害
な
ど
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
行

政
、
専
門
家
、
企
業
、
市
民
な
ど
の
関
係
者
が
情
報

を
共
有
し
、
対
話
や
意
見
交
換
を
通
じ
て
相
互
理
解

と
信
頼
関
係
を
深
め
る
「
リ
ス
ク
コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
活
動
が
大
切
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

西
宮
市
の
夙
川
短
期
大
学
解
体
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス

ト
飛
散
に
つ
い
て
の
西
宮
市
の
ず
さ
ん
な
対
応
に
つ

い
て
も
話
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
問
題
に
は
西
芦
支
部

世
話
人
の
上
田
進
久
先
生
が
果
敢
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

最
後
に
、
公
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
た
ち
が
ア
ス

ベ
ス
ト
の
被
害
を
理
解
し
、
共
有
す
る
こ
と
が
こ
の

被
害
を
低
減
す
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

【
西
宮
市･

林
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

林
田

英
隆
】

参加者が講師の話に耳を傾け、アスベスト
被害の実態や今後の予防について学んだ

＊
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４
金
曜
日
で
す
。

次
回
は
9
月
25
日
（
金
）
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
企
画
案
な
ど
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

芦西
屋宮

発 行

兵
庫
県
保
険
医
協
会

西
宮･

芦
屋
支
部

〒
６
６
２
ー
０
８
３
２

西
宮
市
甲
風
園
一
ー
一
ー
五

法
貴
皮
膚
科
内

兵
庫
県
保
険
医
協
会

０
７
８
（
３
９
３
）
１
８
０
１

☎



2

（2）2026年8月25日 （毎月3回5・15・25日発行） 兵庫保険医新聞 （昭和43年6月12日第三種郵便物認可 年間購読料 12，000円）号外

西
宮
・
芦
屋
支
部
と
国
際
部
は
７
月
４
日
、
協

会
会
議
室
で
市
民
公
開
講
演
会
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
文
化
・
言
語―

国

家
と
国
民
意
識
を
め
ぐ
る
闘
い
」
を
開
催
。
富
山

国
際
大
学
准
教
授
・
詩
人
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
で
あ

る
パ
ブ
リ
ー
ボ
グ
ダ
ン
さ
ん
を
講
師
と
し
、
13
人

が
参
加
し
た
。
司
会
を
務
め
た
半
田
伸
夫
先
生
の

感
想
を
紹
介
す
る
。

梅
雨
の
真
っ
た
だ
中
の
７
月
４
日
に
保
険
医
協

会
会
議
室
で
、
上
記
講
演
会
を
司
会
す
る
こ
と
が

国
際
部
／
西
宮･

芦
屋
支
部

市
民
公
開
講
演
会

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
心
に
刻
む

ウクライナの画家や芸術家が制作した作品や絵
画などが販売・展示され、好評を博した

自身が作詞作曲した歌を披露するボグダンさん

で
き
た
。
ボ
グ
ダ
ン
さ
ん
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
と

言
語
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
研
究
を
し
て
い
て
、

現
在
日
本
で
教
育
活
動
を
さ
れ
て
い
る
。
奥
様
も

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
方
で
あ
る
。

前
半
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
歴
史
と
、
文
化
、
言
語

に
つ
い
て
の
講
演
で
あ
っ
た
。
紀
元
前
５
０
０
０

年
に
ク
ク
テ
ニ
・
ト
リ
ピ
ャ
リ
ャ
文
化
か
ら
始
ま

り
９
世
紀
に
は
キ
エ
フ
公
国
と
し
て
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
大
国
と
し
て
発
展
。
９
８
８
年
に
は
ウ
ラ
ジ

ミ
ー
ル
１
世
が
東
方
正
教
を
取
り
入
れ
、
キ
リ
ス

ト
教
国
家
と
な
っ
た
。
現
在
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ロ

シ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
起
源
は
こ
の
キ
エ
フ
公
国
で

あ
る
。
そ
の
後
モ
ン
ゴ
ル
や
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
な
ど

に
支
配
さ
れ
た
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
侵
略
さ
れ
た
り

し
て
、
荒
廃
し
た
と
の
こ
と
。

１
６
４
８
年
に
ブ
フ
ダ
ン
・
フ
メ
ル
ニ
ツ
キ
ー
に

よ
る
コ
サ
ッ
ク
蜂
起
を
経
て
、
ロ
シ
ア
寄
り
の
体
制

と
な
っ
た
。
19
世
紀
に
入
り
詩
人
の
タ
ラ
フ
・
シ
ェ

フ
チ
ェ
ン
コ
ら
に
よ
り
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
や
文
化
を
中

心
と
し
た
民
族
運
動
が
盛
ん
と
な
り
、
ロ
シ
ア
革
命

後
い
っ
た
ん
独
立
す
る
も
、
政
治
経
済
の
中
枢
は
ソ

連
、
ロ
シ
ア
に
お
さ
え
ら
れ
て
い
た
。

１
９
９
１
年
の
ソ
連
崩
壊
後
再
び
独
立
国
家
と
な
っ

て
か
ら
も
ロ
シ
ア
に
よ
る
間
接
的
支
配
が
続
い
て
い

た
。２

０
２
２
年
か
ら
の
ロ
シ
ア
の
侵
略
と
そ
れ
に
対

す
る
抵
抗
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
新
た
な
独
立
戦
争
で

あ
る
と
の
こ
と
。
私
に
は
そ
の
認
識
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
４
５
０
０
万
人
で
あ
っ
た
人
口
の
う
ち
、
戦

争
の
た
め
２
０
０
０
万
人
が
祖
国
を
去
っ
た
と
言
う
。

後
半
は
ボ
グ
ダ
ン
さ
ん
作
詞
作
曲
の
歌
の
歌
唱
と

詩
の
朗
読
が
あ
っ
た
。
素
晴
ら
し
い
歌
声
と
、
哀
愁

漂
う
詩
や
、
兵
士
を
鼓
舞
す
る
歌
な
ど
、
ボ
グ
ダ
ン

さ
ん
の
力
強
い
歌
声
は
、
参
加
者
の
心
に
深
く
響
い

た
。青

い
空
と
豊
か
な
穀
倉
地
帯
の
黄
色
を
あ
ら
わ
す

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
国
旗
と
、
祖
国
へ
の
愛
、
そ
し
て
歴

史
の
中
で
翻
弄
さ
れ
て
き
た
民
族
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

こ
と
を
私
は
き
ち
ん
と
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
と
、

深
く
反
省
さ
せ
ら
れ
た
。
ど
う
か
皆
様
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
西
宮
市
・
半
田
医
院

半
田

伸
夫
】

コロナ感染後またはコロナワクチン接種後に発症した
筋痛性脳脊髄炎・慢性疲労症候群に対する治療について

日 時 2026年 9 月 19 日(土)15時～
会 場 西宮市商工会館 １階地域経済交流センター会議室

講 師 児玉 慎一郎（こだま・しんいちろう）先生

（医療法人社団 それいゆ会 こだま病院 理事長）

司 会 西宮市 半田医院院長 半田 伸夫 先生

我々はこれまでに、PASC(コロナ感染後急性後遺症)およびPVS(ワクチン接種後症候群)として発

症するME/CFS(筋痛性脳脊髄炎・慢性疲労症候群)にビタミンD欠乏が高頻度に認められ、ビタミンD

補充により症状改善が期待されることを報告してきた。…ME/CFSは症状ごとに治療反応性が異なる

複合的症候群であり、慢性炎症性病態では日本人の食事摂取基準における推奨量のみでは十分でな

い可能性がある。今後はビタミンDを基盤とした栄養介入に加え、病態に応じた個別化栄養戦略お

よび診療アルゴリズムの確立が期待される。

【講師の略歴】
1967年生まれ。1995年、大阪医科大学（現・大阪医科薬科大学）卒業、大阪医科大学附属病院外科に入局。2

017年医療法人それいゆ会 こだま病院・児玉診療所の理事長となる。2023年大阪医科薬科大学臨床教育准教授、

同年に一般社団法人ワクチン問題研究会の業務執行理事へと就任。

【Ｚｏｏｍ視聴の申し込み】
Zoom視聴は以下のURLか右の二次元コードからお申し込み可能です。

https://x.gd/QSYOh

来場お申し込み・お問い合わせは、協会事務局 ℡ 078－393－1807（担当：伊地知・呉）まで

福島 終わらない原発事故～伝言館が訴えるもの～

日 時 2026年 9 月 5 日(土)16時15分～
会 場 兵庫県保険医協会会議室

講 師 丹治 杉江氏（「ヒロシマ・ナガサキ・ビキニ・フクシマ伝言館」事務局長

ALPS処理汚染水放出差止訴訟事務局長）

【Ｚｏｏｍ視聴の申し込み】

下記のURLまたは右のQRコードからお申し込みください。

案内メールが送付されます。

https://bit.ly/4gAPUnm

来場お申し込み・お問い合わせは、協会事務局 ℡ 078－393－1807（担当：伊地知・呉）まで

福島県楢葉町の古刹・宝鏡寺にある「伝言館」は、故・早川篤雄住職が、原発事故の賠償金を投じて建設した

民間の資料館です。安斎育郎立命館大学名誉教授が館長を務め、核災害の悲惨さと教訓を在野の視点から後世に

伝えるため、ヒロシマ・ナガサキ・ビキニ・フクシマの歴史を繋ぐ展示や「原発悔恨・伝言の碑」が設けられて

います。

このたび、伝言館事務局長の丹治杉江さんを招き、15年などで終わるはずない過酷事故による被災者分断、

「福島イノベーション･コースト構想」の想像を超える実態など、原発がいかに地域の人々の生活と心を破壊して

きたか、お話しいただきます。

西宮･芦屋支部／環境･公害対策部共催市民公開講演会

西宮･芦屋支部 リスクマネジメント研究会


